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北朝鮮における言語政策

一一一「第2次金日成教示」の全文翻訳一一

文 嬉員

最近、筆者は「韓国と北朝鮮の言語の異質化」の問題を一つの研究テ

ーマとして設定し、その研究を進めてきている。今までの筆者の研究成

果によれば、朝鮮半島における南北両側では、各々独自の「言語政策」

を打ち出すことによって、同一言語の異質化の問題が進行していること

が確認できる。特に、南北両域間の言語・文字政策の根本的な相違点と

しては、韓国の場合、一般民衆の使用言語の変化により政府の言語政策

が成り立っている(言語の変遷が先・国の政策が後)反面、北朝鮮の場

合、先に国が言語政策を策定し、その後に人民に言葉の修正を求める(国

の政策策定が先・言語の修正が後)方法をとっていることが確認できる。

そのことは、南北両域の問では概ね正反対の言語政策が採られているこ

とを物語っている。

北朝鮮におけるそのような作為的な言語政策は、特に 1964年 1月3

日第 i1次教示J (前号に掲載済み)と 1966年 5月14日「第2次教示」

の二度にわたる金日成の教示に基づくものであった。それは、北朝鮮に

おける絶対的な権威であり統治者でもある金日成の一言によって、国家

の言語政策に関する一定の方向性が決定付けられることをも意味してい

る。さらにそれは、南北間の言語の異質化を益々加速化させる主要な原

因ともなっている。それと同時に、彼の政治的な言説は、南北両側の言
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語の異質化の基本的な要因ともなったのである。金日成の死亡後、彼の

後継者である金正日は、そのような先代の言語政策の多くを継承しつつ、

それを指導したといわれている。上述のような北朝鮮の言語体制をキ
(4) 

ム・ミンスは、「金日成が創始し、金正日がその主体主義(思想、)を言

語に適用・発展させた(括弧内は引用者)J と主張している。

前稿で紹介している金日成の「第 l次教示」は、 1964年 1月 3日の

北朝鮮の言語学者との懇談会の際に、「朝鮮語を発展させるためのいく

つかの問題」というテーマで発表されたものであり、その全文は、「文

化語学習.n1968年 2号に掲載されている。そして、本稿で紹介する「第

2次教示」は、 1966年 5月14日の言語学者との懇談会の際に、「朝鮮語

の民族的特性を正しく活かすことについて」というテーマで発表された

ものであり、その全文は、『文化語学習.n1969年 3号に掲載されている。

上記のような二つの教示では、主に北朝鮮語に対する多くの問題点と、

その問題解決の方向性に対しての指南の役割を果たしている。それと同

時に、北朝鮮におけるそれ以降の学際上の言語学に関する言語の諸問題

は、上記のような二つの金日成教示に依拠して、全ての言語問題の方向

が定められ、その解決方法を模索する指標となっている。

この「第 1次教示」と「第2次教示」には、当時の最高権力者である

金日成の主導による北朝鮮の言語観の確立や言語政策、 言語学の細部項

目等々の方向が提示されていた。そのために、上述のような二つの教示

は、それ以降の北朝鮮の言語政策の枠となっていく。その点で言えば、

二つの教示は、韓国と北朝鮮との両側の、そもそも同一言語である一つ

の言語が「言語の異質化」の道を辿る過程を比較分析する上で最も重要

な資料となっている。また北朝鮮の言語政策の変遷過程や言語政策それ

自体の分析を行うためにも、金日成による二つの教示は、非常に重要な

一次資料的な性格を帯びている。

本稿では、既述のような北朝鮮の言語を研究する上で、重要な一次資
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料の提供という側面を考え、既に前稿で紹介している「第 1次金日成教

示」の全文翻訳に引き続き、「第 2次金日成教示」の全文を翻訳し、前

稿と同様に、その原文も全文掲載することにする。これを翻訳する理由

としては、第一に、最近日本では朝鮮半島における政治動向や文化レベ

ルおよびそのほか諸々の事象に対する関心が急速に高まっている研究状

況がある。そのような研究状況の中で、隣国である韓国と北朝鮮の言語

文化的な動向の一つである言語の異質化に対する関心が高まってきてい

る点と相まって、本稿は北朝鮮の言語政策に関する研究状況への助力を

目的として第 l次的な資料を提供する側面がある。

第二に、上記のような諸々の状況の下で、日本の国内外における南北

両国の言語事情やその変遷・変化に関心を持っている言語学者らにとっ

て見れば、以下の原文や訳文の提供は一定の研究状況を改善する手助け

となると判断されるためである。その上、以下に提供された資料に基づ

き、南北両域の言語研究が活発に行われ、現在のような同分野における

研究状況の空白が埋められることが期待できる。その作業を進めるに当

たって、前稿で触れている通り、今回は「第2次金日成教示」の全文の

翻訳および原文を掲載することとする。

次に、原文を翻訳する上での留意点は以下のとおりである。

-文中の語嚢はできる限り意訳をせず、原文に沿って忠実に翻訳するよ

うに努める 0

・日本語にない表現または日本語で表現できないものは意訳する。

-原文にはない読点は、日本語訳の便宜上、読点を付け、また原文にあ

る読点をとることもある。

-朝鮮語で疑問文に用いる疑問符(? )は、日本語の訳文では使用しな

し=。

-漢字語の場合、現在日本では不適切な表現とされるものでも原文のま

まの漢字語に置き換える。
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-朝鮮語の固有語と漢字語の違いを表すために使用した単語の場合、日

本語の訳文は同一語嚢になるが、朝鮮語では異なるので朝鮮語の表記

をも行う。

-日本語の訳文には現在、日本の常用漢字の字体を使用する。朝鮮語で

使われる漢字は使用しない。

-原文中の{ >の語嚢は訳文中でも{ >を付け、朝鮮語も付け加え

て表記する。

(i第2次金日成教示」訳文〉

「朝鮮語の民族的特性を正しく活かすことについて」

言語学者との談話

1966年 5月14日

今日、私は同志らに我が民族語をさらに発展させることについて少し

話そうと思います。この問題に対してはこの前にも既に話したことがあ

りましたが、もう一度強調しようと思います。

我々が常に話題にしていることですが、我が国は中園、日本、ソ連の

ような科学技術が比較的に発展した大国の間にあります。そのために、

過去の我が国の人々の聞にこれらの国に対する事大主義が生まれ、これ

らの国との政治的な接触と経済文化的交流の過程でこれらの国の言葉が

我が国に少なからず、入ってきました。

李朝(李氏朝鮮)の封建時代には中国に対する事大主義が深まり、そ

の国の言葉がかなり入ってきました。それによって、今も我が国の人々

が中国式の漢字語をたくさん使っています。ある時のことですが、塩の

畑(塩田)に行ってみると、そこで使われる言葉はその殆どが中国式の

言葉だったのです。科学技術用語だけでなく、常に使用している言葉の

中にも中国式の表現が多いのです。今日、我が国の労働者が〈働く時間
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(包さ十七人1社nという言葉を《仕事期間(入}唱ァl社n、《勤務時間(号
斗入l社)}といい、《昼寝(す社nを《午寝(♀若nというのがその典
型的な実例となっています。(括弧内は訳者、以下同様)

私は以前、中国の広東に行った時に演劇を見たことがありましたが、

演劇に出る人が話す漢字音が我が国の人々が使う漢字音と似ていまし

た。だから、我が漢字音の多くが中国の広東地方の漢字音のようなもの

から入って来たといえます。

過去、日帝(日本帝国主義、以下日帝)の者たちが我が国を強(制)

占(有)した後には日本語もたくさん入ってきました。そのため、今日

我々が使っている言葉の中には直すべき日本式の言葉が少なからずある

のです。林檎の名前も日本語で呼ぶことも多いです。今、我が国の人々

が〈国光(号普nと呼んでいる林檎の名前は日本人がつけたものです。
元来、その林檎が日本から来たものでもないのに、このように日本名が

ついています。《国光(号号nだけでなく、《旭(今nや《祝(尋n
と同じような林檎の名前も日本人がつけたものです。

事情は稲の名前でも同じです。現在、人々は《陸羽132号(号♀132主)}
(6) 

だ、〈中生銀坊主(号λ~iさす子)}だといいながら、日本人がつけた名前

で呼んでいるのです。

その上、日帝時代には生まれていなかった我が子どもたちまでも《洋

服の上着(等号スlJl司nを《ウワギ(♀斗71)}といい、飲む〈茶(斗)}
を《オチャ(_2_斗nといい、茶の器を置く《茶盆(斗世nを《オボン
(♀号)}といいます。
(7) 
開放された後では露語が入ってきましたが、我々の言葉に混入するの

を食い止めました。

しかし、今日また我が国に純粋な朝鮮語ではない中国の間島地方に住

んでいる朝鮮人たちが使う中国式の朝鮮語も入ってくる傍ら、解放後の

南朝鮮人が使う朝鮮語に英語と日本語と漢字語がごっちゃ混ぜこぜにな
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った言葉も入ってきており 帰国同胞を通して日本で住んでいる朝鮮人

が使う日本式の朝鮮語も入ってきています。

今、中国の延辺や北間島に住んでいる朝鮮人は《停留場(弓71すn
を〈火車姑(詩ヌト若nといい、《労働階級(豆号オl音nを《工人階級(号
包材音nと言い直したり、その他に我々が知らない中国式の朝鮮語を
作って使っています。間島には朝鮮人が約100万人いますが、彼らが使

っている言葉が入ってくることは大きな問題ではありません。

帰国同胞を通じて入ってくる日本語も大きな問題になることはありま

せん。

問題は南朝鮮で、使っている言葉にあります。今日、南朝鮮新聞のよう

なものを見ると、英語や日本語を混ぜて使うことはいうまでもなく、漢

字語は中国人も使わないものまで、無闇に使っています。実際に南朝鮮で

{吏っている言葉の中で漢字語と日本語、英語を除くと、我々の言葉は《を

(含n、《を(号nのような助詞だけ残る状況となるのです。言語は民
族の重要な象徴の一つで、あるにも拘らず 南朝鮮で、使っている言葉がこ

のように西洋語化、日本語化、漢字語化になってしまうと我々の言葉で

はなくなり、我々の言葉の民族的特性が徐々になくなっていきます。こ

れは本当に危険なことです。これをこのままにしておくことは我が民族

語がなくなる危険もあるということです。

先日、ある日本共産党の幹部と話した時、日本語も今、他の国の言葉

と混ざっていると聞きました。彼によれば、日本では科学が発展してい

るが、自己民族のものは殆どなく、米国化されており 科学自体が商売

人の金儲けに利用されているそうです。言わば、今日の日本の科学は真

の科学でないということです。

日本人が科学発展においてこのように米国を手本にして真似ているか

ら英語がたくさん入ってきて混ざり、日本語が英語化されているといい

ます。
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真の愛国者は共産主義者です。専ら共産主義者だけが自国の国の言葉

を本当に愛し、発展させるために力を尽くします。

共産主義者である我々は我々の言葉の民族的特性を活かし、それを更

に発展させなければなりません。共産主義者でなくても民族的な良心を

t寺った朝鮮人は全て、我々の言葉の民族的な特性がなくなっていくこと
(8) 

を望む人は一人もいないでしょう。南朝鮮でも地主、買弁資本家、反動

官僚の輩を除く絶対多数の人民大衆は我が民族を愛し、我が祖国を愛す

る愛国主義思想、をもった人々です。したがって、彼らは皆我が民族語の

発展を望むでしょう。

我々は漢字語と外来語を固有な我々の言葉に直して、我々の言葉を体

系的に発展させて行かなければなりません。

固有語と漢字語の意味が同じ時には固有語を使い、漢字語を使わない

ようにして辞典からもそのような漢字語は取り除かなければなりませ

ん。例えば、〈桑田(分担n、〈石橋(斗豆nのような漢字語は棄てて《桑
畑(警官n、《石の橋(吾斗司nという我々の言葉を使わなければなり
ません。人民たちの中で比較的に多く使われている漢字語でもそれに見

合う固有語があれば、辞典からも取り除いて固有語を使うようにしなけ

ればなりません。例えば、《夏服(ヰ号nという言葉は比較的多く使わ
れているけれども、《夏の服(叶吾失nと使うことができるからには辞
典から除かなければなりません。このようなものまで整えると、余りに

もたくさん直すという意見があるかもしれませんが、そのようにしなけ

れば、漢字語を徐々に減らすことができず、固有語を発展させることが

できません。仮にこれから辞典から取り除いた言葉の中で人民が引き続

いて使うものがあればそれはその時に再び辞典に戻せばいいでしょう。

方言でもよいものを探し出して使わなければなりません。過去、我々

がパルチザ、ン闘争をした時に安吉岡志は一般的に戚鏡道文化がソウル文

化より劣っているというが、威鏡道には朝鮮語(の表現)がより多く残
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っているといい、威鏡道では〈汽車(ァlヌトnを《火の車(苦告ア1nと
いうが、それの方がよいのではないかといいました。それで、私は彼に

威鏡道にはその代わりに《マッチ(吋スl司nや《ポケット(オ三せn
のような外来語があるのではないかと冗談を言ったことがあります。

《火の車(吾告ア1nという言葉の方がどんなにいいでしょう。勿論、
今から《汽車(ァl斗nを〈火の車(号音71)}と直す必要はありません
が、我々が方言を上手く調査してみると、今でも使えるよい我々の言葉

があるでしょう。

固有語を積極的に探して故郷の名前も我々の言葉で呼ぶようにしなけ

ればなりません。我々の言葉で呼ぶ方が漢字語で呼ぶよりもっと上品で

す。例えば、《赤い岩(苦会叫判nを《赤岩(ヰ廿nといういい方の
ような漢字語に替えて置くならば、より良くなるのではなく、むしろつ

まらないものになります。現在、故郷の名前を漢字語と固有語の二通り

で呼んでいるものが少なくありません。《石の橋の村(吾斗司吾nを《石
橋村(斗Z号)}という呼び方がその実例です。固有語でできている故

郷の名前を全部調査してできるだけ漢字語を使わないようにしなければ

なりません。我々が既に社会科学院に故郷の名前の調査を頼んでおきま

したが、その事業がどのようになっているのか分りません。これから固

有語で呼ばれる故郷の名前を全部調査すれば、そのまま使うようにし、

地図ももう一度刷ればいいです。行政区域の名前も内閣の決定で直すよ

うにすればいいです。

我々は既にある固有語を探し出して使うだけでなく、固有語で新しい

言葉を作り出して使わなければなりません。

勿論、新しい言葉を始めて使うには少し不自然です。しかし、それも

何度も使っていけば大丈夫です。漢字語ではあるが、《最高人民会議(司

JlCjlil詞斗nという言葉に対する実例を挙げてみます。我々が始めて
この言葉を作った時、ある人は他の国では《国会(号司nといってい
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るので、固定機関の名前を《議会(斗詞nということはできないと主
張しました。しかし、我々はこのことを聞き入れずに《最高人民会議(司

五包司詞司nと使い始めました。始めはそのような呼び方が不自然な
ように思えましたが、何度も利用すると今では違和感は全くありません。

他の言葉も必要ならば、このように新しく作ればいいのです。

私の考えでは《国光(号号)}や〈旭(今n、《祝(尋nのような名
前もその林檎が生産される故郷の名前を抜き取って作ることがいいでし

ょう。その林檎がどこで一番たくさん生産され、どれが一番美味しいの

かを酌量して《北青(ヰ苓nや〈松禾(舎井nということもでき、ま
たは《南浦(す豆)}や《龍岡(号なnと呼ぶこともできるでしょう。
我々は稲の名前も全部我々の言葉に直さなければなりません。

現在、ある同志は林檎や稲のようなものは今まで呼んでいた名前に慣

れているために、それを他の名前に直し難いというが、梼踏せずに大胆

に直さなければなりません。そのようなものさえも日本語の名前のまま

にして、後代に説明ができるでしょうか。今日、南朝鮮で日本式の漢字

語を全てそのまま使っている状況であるため、我々まで、黙っていると、

我々の言葉は本当になくなってしまいます。我々は日本式の漢字語を大

胆に直さなければなりません。

以前、我が祖先は事大主義の病に権り、人の名前さえも漢字語で、つけ

ました。これから、子どもの名前はできるだけ固有語でつけた方かいい

と思います。

他の国との科学文化交流を通して新たに入ってくる外来語は我々の言

葉で丁度よい時に直さなければなりません。どんな国でも科学技術が先

に進んだ国に従うようになっています。そうする内に発展した国の言葉

が入ってきて外来語が生まれます。しかし、外来語も最初に入ってくる

時に自国の言葉に直せばいいと思います。我が国に《ヨークシャ種(叫

叫号)}と《シベリア北部種(外l:ll司号芋号)}というソ連の種豚が入っ
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てきて《中華在来種(号室干柿司号)}と交雑して新しい種豚を作った時、

我々はそれを《平壌種(弔等号nとしましたが、それがどんなに呼び
易いものでしょうか。他のものもこのように我々の言葉に直せばいいと

思います。

ところが、学術用語はあまり砕いて書かない方がいいのです。新しく

生まれる言葉に対しては国語査定委員会で上手く統制しなければなりま

せん。漢字語と外来語を直すとしても、一律的に直さない方がいいです。

漢字語といっても人々に確固として認識され、我々の言葉に完全に固ま

ったものはそのままにしておいた方がいいです。例えば、《学校(苛豆n、
《部屋(すnのようなものは漢字語として見なくてもよいのであって、
したがってそれらの言葉は直さなくてもいいです。今日、頻繁に使われ

る《法則(唱斗nという言葉を見てみても直ちに直して使う妥当な言
葉がありません。《坑道 (7~王n という言葉も同じことです。社会科学

や自然科学にはこのような言葉が多いので、それらを直すことが問題で

す。

そして、漢字語と固有語の意味が同じでも意味合いの幅が必ず同じで

ないものは充分考慮、しなければなりません。例えば、《地下(スl司》と《土

の中(す今n、《心臓(位すnと《念桶(営号nは意味が同じでもそ
の幅が異なるため、漢字語と固有語をそのままにしておくしかありませ

ん。仮に《地下闘争(スl許手守nという言葉を《土の中の闘争(す今
手守)}と直すことや、〈平壌は私の心臓(王宮守会斗斗位すnという言
葉を《平壌は私の念桶(弔守会斗斗営号)}と直そうとしてはいけませ

ん。このような漢字語までなくしてしまうと、我々の言語生活に大きな

混乱が起きることになります。したがって、固有語と漢字語の意味が同

じだといっても具体的な時と場合によってお互いに異なった処理をしな

ければなりません。

軍事用語は直すことができます。解放された後で我々が幾つかの軍事



201 

用語を直しました。《気を付け(斗喫nも我々が作った言葉です。その
前に使っていた《気配(ァ1ヰnは日本語で、独立軍も東北(満州地域)

(11) 

でこの言葉を使っていました。洪範園(菩噌王)もそうであったし李範
ω 

爽(司唱斗)も軍官学校でこの言葉で学生を教えました。だから、我々

は《気配(オヰnを《気を付け(ヌト現nに直しました。元来、号令は
最後の音に力がなければなりません。解放後、我々は旧韓国の時と日帝

の時に使っていた号令を全て直そうとしたが そのまま見過ごしてしま

いました。現在、軍隊で使う言葉には漢字語が少なくありません。

《防毒面(暗号喧nも漢字語であり、点数をつけるときに使う《優(♀n、
《良(寺nも全て漢字語です。世界共通の軍事用語であるなら仕方ない
けれど、そうでないものは我々の言葉で使わなければなりません。軍事

技術用語も世界共通なものを除いておいてから、我々の言葉で使わなけ

ればなりません。

言葉を整える際に単語の結合関係を考慮しなければならないこともあ

ります。《日気(包ァ1nという言葉を例に挙げて見ます。我々がただ〈日
気(包ァ1nという時には〈天気(昔列nと使うことができるから、そ
れをなくすことができますが、《日気予報(包ァ1~1且)}のような単語の

結合を考慮する時には〈日気(包ァ1nという言葉もそのままにしてお
かなければなりません。

我々の言葉を発展させるためには基礎を上手く固めておかなければな

りません。我々は我が革命の参謀部があり、政治、経済、文化、軍事の

全ての方面に渡る我が革命の全般的戦略と戦術が立てられる革命の首都

であり、揺監の地である平壌を中心地にし、平壌の言葉を基準にして言

語の民族的特性を保存し、発展させていかなければなりません。そこで、

《標準語(豆歪叶nという言葉は他の言葉に替えなければなりません。〈標
準語(豆歪叶nといえば、まるでソウルの言葉を標準にしているもの
として誤って理解されることもあるので、そのまま使う必要はありませ



202 

ん。社会主義を建設している我々が革命の首都である平壌の言葉を基準

にして発展させた我々の言葉を〈標準語(豆吾叶nと言わずに、他の
名称で呼ぶことが正しいのです。

〈文化語(吾爵叶)}という言葉もあまりいいものではありませんが、

それでも文化語に直して使うことがいいです。

次に、我々の言葉をよりよく磨き上げるためには新聞に載せて紙上討

論をさせなければなりません。言語学も大衆の評価を受けなければなり

ません。学術用語のようなものも新聞に一週間に二、三回ぐらい掲載し

なければならず、磨き上げた言葉を一度に十五個ず、つ新聞に載せて大衆

が評論も書くようにし、質問も出させるようにしなければなりません。

磨き上げた言葉は中央の新聞にも掲載し、地方新聞にも載せて、それに

反対する意見も全て知らせなければなりません。紙上討論では提起され

る意見も全部公開し、多くの人々の知恵を動員するようにすることが重

要なのです。紙上討論を多くすれば、我々の言葉が正しく整えられるだ

けでなく、それが大衆の中に広く知らされます。このように用語を大衆

に評論させてよい意見を集め、最後に標準にする言葉を決めて使うよう

にすることがいいと思います。

言葉を整える際に大衆の知恵を集めれば、よいものを産出することが

できます。特に、社会科学や技術科学で使う言葉のように直し難い言葉

は広く討論して整えなければなりません。

我々の言葉を直す事業はあまり焦らずに、長い時間をかけて一つ一つ

直して行かなければなりません。決して全ての単語を一日二日で急いで

全部、我々の言葉に直すことはできません。何十、何百年間伝わってき

た言葉を一朝一夕で全て直すとすれば、人々がそれを受け入れられない

ことは勿論のこと、直した人々自身も全て記憶することができず、全部

使うこともできないと思います。この事業は、人民全体の日常的な言語

生活と関連しているので、主観的な欲望だけをもち、キャンペーン的に
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することは絶対にいけません。漢字語や外来語を一挙にたくさん直そう

とせず、に一つ一つ直していくような蛾減戦の方法で、漸次的に直して行か

なければなりません。

まず、我々が常に使う言葉から正した方がいいと思います。今日、普

通教育部門の学校で使う単語は5000"'6000個ぐらいあるといわれてい

ますが、まずはそれぐらいのものを整えて普及し、その次のものは先に

整えておいた前のものが全部普及された後に出していかなければなりま

せん。同志らが出した草案には一度に 2万個の単語を直して出すことを

予見しましたが、それはあまりにも多いです。人民がいつも使うものが

5000ならば5000、一万ならば一万で決めておいてそれを先に直すこと

がいいです。蚕が桑を食べるように徐々に食べいく方法で直さなければ、

大きな混乱が起きることになります。そのために、我々がいつも使う言

葉から先に直していかなければなりません。

そして、上で、言ったように軍事用語の場合、直すべきことは直さなけ

ればならないが、今すぐ直すことは時期尚早です。軍事用語はこれから

の状況をみて直さなければなりません。それを直すときにも辞典には載

せずに別途に直すべきでしょう。

言葉を少しず、つ計画的に直して、全ての人々が必ずそれを使うように

しなければなりません。そして、言葉に磨きを掛けて意義ある用語を作

り上げなければなりません。そうせず、に理解がで、きないものを作るなら

ば、人々がそれを受け入れずに元の言葉をそのまま使うことになります。

したがって、この事業は大変慎重にしなければなりません。

人々が我々の固有な言葉を上手く使えるようになるならば、単語本を

製作しなければなりません。単語7000"'8000個あるいは一万個ぐらい

を載せた辞典を作り、標準と見なすならば、人々が学者を一々訪ねてい

かなくてもいいでしょう。しかし、このような単語本は多く刷るべきで

はありません。
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そして、同志らが学術用語集を出版すると提起しましたが、それはま

だ意義あるものではないので 出版して本屋で販売せずに草案を作り、

機関だけに配布しなければなりません。そうして党および国家機関でそ

れを当分標準として見なし、学術用語が機関から徐々に下部ヘ下りてい

くようにしなければなりません。学術用語は下部で作り出すものでなく、

中央から、内閣と省から作り出されます。だから、学術用語の草案を機

関でまず 5"-'6年あるいは10年ぐらい使いながらその問、何度も整え

て作り上げていかなければなりません。

次に我々の固有な言葉を大衆の中に速やかに入っていくようにするた

めにはそれを教育部門、特に初等学校が先に受け入れるようにして新聞

と放送でも丁度ょいときに受け入れるようにしなければなりません。

現在年を取っている人々は漢字語に慣れているために普通に使う言葉

も漢字語が多いです。 《日常用語(包す舎叶nという言葉も《いつも使
う言葉(量竺主士宮nといえばいいのに漢字語に慣れているため、その
まま使います。年を取った人は文字を書くときにも古い綴字法に慣れて

いて間違って書きます。

したがって、我々の言葉を上手く普及するために学校から先に始めな

ければなりません。学校では人民学校 1年生の学生から新しく整えた

我々の言葉を学ぶようにしなければなりません。我々の固有な言葉を全

部活用して子どもたちに教え、子どもたちが大人の間違った言葉を直し

てあげるようにしなければなりません。 例え、お年寄りが 《午寝(_2_ ;~D> 
といえば、その時に子どもたちが 《昼寝(ちま社nと直してあげるよう
にしなければなりません。そして、お年寄りの人々は過去の間違った言

葉を習い、漢字語に慣れてしまったことに気付いて、我々の言葉を学び、

新しいものを積極的に活かすために力を注ぐべきでしょう。そのように

して我々は古いものを棄てて新しいものを受け入れる方法として我々の

言葉を蘇らせなければなりません。
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我々の固有な言葉を早く普及させるためには標準となる我々の言葉の

草案を、教科書を作るときにも載せて、またその草案が決まる毎に教科

書の用語も何年かに一度ず、つ訂正していかなければなりません。標準と

なる我々の言葉の草案は大学にも提供して標準として見なす方がいいで

しょう。そして、新聞社や放送局にも標準となる言葉の草案を提供し、

使うようにしなければなりません。何年間かこのようにして行けば、過

去の封建統治の輩の事大主義によって入った外来語と漢字語は少し整理

されることになるでしょう。

以前、我々に事大主義が大きく作用されたので、言語学だけでなく他

の部分にもその影響が少なからず及びました。

過去、平野には《箕子墓(ァ1スト旦nというものがありましたが、こ
れも結局、事大主義のために生まれたものです。我々が《箕子墓(ァlスト

旦nをなくし、その場所に丁閣を建てておいたために、今や誰も《箕
子(ァ1ストnを訪ねる人がいません。このような伝説の中でも事大主義
による間違ったことは全て直さなければなりません。

今も一部の人々は事大主義を棄てることができません。ある学者は我

が国の資源を研究して我々の工業を発展させることを考えずに他国に頼

って生きようとします。我々は経済建設分野で事大主義に反対して主体

を確立して我が国の資源で自立経済を建設する方向ヘ行かなければなり

ません。

言語学でも主体を確立して我々の言葉を体系的に発展させ、人々がそ

れを活かすことで民族的自負心と衿持を持つようにすべきです。

全世界が全て共産主義になるまでは人々が民族別に分かれて暮らすこ

とが当たり前で、朝鮮人は朝鮮の地で暮らすことになるために朝鮮語を

引き続いて使うことになります。だから、我々は何としてでも我々の言

葉を十分に活かして発展させなければなりません。

実際、我が国の言葉は高低が明確で、音声が美しいです。我が国の発
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音法を学べば、どんな国の言葉でも上手く話すことができます。ある人

は漢字語と外来語を使ってこそ有識で威信があると考えますが、このよ

うな観点をなくさなければなりません。

我々は全ての人々が漢字語や外来語を使う人は民族的衿持がない人で

あり、自国の言葉を上手く話す人が有識で、民族的自負心が高い人だと

考えるようにしなければなりません。そうして誰もが〈十九歳(骨子什n
と言わずに《十九歳(君。ト吾堂nというような言い方で自分の言葉を
活かすことが文明的であるという観点、を明確に持たなければなりませ

ん。それでこそ我々の言葉を活かし、発展させることができ、後代にも

我々の言葉を失くさないようにその確固たる土台を用意しておくことが

できます。

特に古書を翻訳する学者の中で我々の言葉を活かして使うことが文明

的だという観点を明確に立てておくべきです。

我が学者が古書を翻訳したものを見ると多くの漢字語をそのままにし

ておきました。勿論、それも我々の文字で書いていますが、漢文式の言

葉のままです。このように漢字語をそのままにして置くために人々が翻

訳された昔の本を読んでもよく分りません。我が国には古書が多くあり

ますが、それを全部漢文式に翻訳したために再び我が固有な言葉で翻訳

しなければならない状況にあります。だから、青少年たちも古書をあま

り読もうとしません。青少年たちは古書が読解できないが故に民族的風

俗も分らずに礼節も上手く守ることができません。我々はこの問題を必

ず解決しなければなりません。

我々は古い小説を現代人が読めるように現代化しなければなりませ

ん。古書を現代文化しないで、人々に漢字を教えてあげた後にそれを分

らせようとすれば、さらに難しくなります。以前、『春香停(を守を).ll

を分り易く直すようにとすると、今は少々よくなりました。他のものも

全て分り易く作らなければなりません。昔の小説だ、けでなく伝説集、社
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会集も現代の人々が分るように現代文化にしなければなりません。そし

て、古い作品の話が出たついでにもう一つ言いたいのは、昔の本を用い

て映画や演劇のようなものを作るときに卑俗化させてはならないという

ことです。映画『両班侍(寺吐忍).nは卑俗化し過ぎて面白くありません。

元来、この作品はその当時の階級闘争を描いたものだが、卑俗化してし

まったために、子どもたちはただ悲劇としてのみ見ています。

古書に対する翻訳は漢文知識がある人がしなければなりません。これ

から金大(金日成大学)に古典文学科のようなものを別に設け、賢い人

を何十人ず、つ受け入れて漢文だ、けではなく、文学も教授する方がいいと

思います。彼らの学習期間は 4年が短いのであれば、 6年にしてもいい

です。

我々はできるだけ漢字語を使わないようにしても学生に必要な漢字は

与えてそれを書く方法も教えるべきです。南朝鮮の出版物と過去の文献

に漢字が少なからず使われているので人々がそれを読めるようにするに

は漢字をある程度教えなければなりません。

我々が学生に漢字を教えるといって、どんな形式であろうとも教科書

に漢字を入れてはいけません。漢字を使わないようにしようとしている

のに、なぜ教科書に入れたりするでしょうか。教科書に漢字を入れると

南朝鮮のようになります。日本人のように必ず国漢文を混ぜて書かなけ

ればならないのであれば分かりますが、そうでない以上は教科書に漢字

を使う必要がありません。

我々の言葉を活かして普及させることと共に 我々の文字をさらに発

展させるために研究しなければなりません。

現在の我々の文字は四角い文字であるがために書くことが少々不便で

す。我々の文字は主に音を標準にしたために発音することはいいのです

が単語の形態でできたものは違います。そうであるが故に文字が見難く、

書くときに少しでも画を違うように書いてもいけないようになっていま
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す。そして、我々の文字は印刷の機械化にも不利です。我々の文字を用

いてタイプをすることも難しいのです。

文字を見易くするために単語を形態化して一目に見えるようにしなけ

ればなりません。勿論、漢字に欠陥もありますが、一文字ず、つの意味を

持ち、見易いというよい点はあります。そうだと言っても我々の文字を

漢字のように直そうとしていることではありません。我々はどこまでも

我々の文字を用いて我々の方法で作らなければなりません。文字を見易

くするといってラテン文字を受け入れようとしてもいけません。ラテン

文字にすると、我々の音声の全てを表すことができません。できる限り

我々の文字を横書きにし タイプもし易くて単語を上手く見分けること

ができるようにする方がいいのです。昔、我々の先祖も文字を直そうと

たくさん苦労をしました。『周時経遺稿集(千人p宮弁z召).nで我々 の文

字を横書きにした例を見ると、それも悪くありません。それをもっと改

善して洗練させた文字にしてみることもいいと思います。そうして文字

を直した後に文字の原形はこうで、直したものはこうだと知らしめる傍

ら、新しい文字も知らせるとともに元のものを見捨てることがないよう

にすべきです。

しかし、我々が直ちに文字を直して使おうということではありません。

我が人民は一つの民族です。だから、祖国が統一する前に文字を変えて

はいけません。

過去、ある者は功名心に駆られて直ちに文字改革をしようとしました。

南北が統一されていない状況の下で文字を改革するとどうなるでしょう

か。同じ民族同士、手紙を出しても理解できずに結局 我が民族が分れ

てしまいます。その上、文字を改革すると、科学文化の発展にも大きな

支障を与えることになります。急に文字を変えると、既に分かつていた

人々も一瞬にして文盲者になります。だからこそ我々は文字を急に改革

することに反対しました。
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今日、我々の科学文化が非常に発展しました。我々は技術義務教育制

を今すぐ実施しようとしていますが、そうすれば、これから我が勤労者

の全般的な技術文化の水準がさらに高まることでしょう。しかし、勤労

者の技術文化の水準が幾ら高まっても祖国が統一される前には我々の文

字を絶対に改革することはできません。

その通りだからといって文字を改革するための研究事業を止めること

ではありません。今から文字改革案を準備して成熟させなければならず、

祖国が統一される前にそれを完成させるべきです。上手くいけば、直し

た文字を学校で少しずつ教えることもいいのでしょう。このように準備

しておいてから人民の技術文化の水準がもっと高くなって祖国が統ーさ

れれば、今の四角い文字をなくし、直した新しい文字を速やかに使うよ

うにしなければなりません。祖国の統一は、そんなに長く掛からないと

思います。だから、文字を改革する準備も今からしておくべきです。

我々の言語学者は文字改革案を研究する一方、今の四角い文字を用い

てでも見易いようにするために積極的に努力しなければなりません。元

来、四角い文字を横からみるより縦で見ることがより便利なものだが、

上手く研究すれば、横にして読むのにも大きな支障がないようにするこ

とができます。

我々の文字を見易くするために分かち書きを上手く規定してあげるこ

とも重要なのです。今のように余りにも多くの分かち書きをすると読み

難いのです。分かち書きが正しくされていなければ、文字を上手く読め

ない人は勿論のこと、そうでない人も文字を思い通りに読めません。新

聞のようなものも分かち書きを間違うと読み難いのです。例えば、 《人

類文化(包昇吾詩nのようなものは、《人類(坦昇nを書いてから分
かち書きで 《文(吾)>を書き、行を変えてから 《化(卦nの文字を書
いておくと、 《人類、文、化(包昇、吾、井)>として読むようになるの

で問題なのです。報告書もこのような方法で書くと誰もが読み難くなる
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でしょう。

我々はこれから分かち書きを上手く直して、人々の読書力を高めるこ

とができるようにしなければなりません。以前にも私が何度か話しまし

たが、分かち書きでは少し文字をくっつける方向ヘ行くべきです。仮に

《社会主義建設 (λト詞手斗忍営nと書くときに、《社会主義建設 (λ十司
手91在位nとくっつけて書くべきで、《社会主義建設(斗詞手叫在営n
というように分かち書きすると、読書能率が上がりません。

分かち書きを上手に規定することは我々が文章を速く読み、理解しや

すくすることに大変重要な意義をもちます。したがって、分かち書きを

正しく規定し、それを人々に詳しく教え、出版物でも分かち書きを正し

くしなければなりません。タイピストらにも分かち書きを正しく教えな

ければなりません。そうしなければ、自分勝手に全て違うような分かち

書きでタイプします。漢字を入れてタイプを打つならともかくそうでな

い以上、規定通りに読み易いように上手く分かち書きをすべきです。

分かち書きは新たに決めようとしている規定が現在使っているものよ

りは少し優れているようです。勿論、新しい規定にも一部欠陥があるか

もしれません。しかし、そのまま使いながら不足した点を直してもっと

完成させていかなければなりません。

我々の学者が作った『朝鮮語規範集(王位宮守噌召).!Iの草案はその

まま出すのがよいと思います。子母音の数を24字にしようとする意見

と40字にしようとする意見がありますが、文字を改革する前までは今

まで通りの40字で使用する方がいいと思います。

我々の言葉を上手く整え、それをさらに発展させるために言語学者を

もっと養成すべきです。師範大学と教員大学では履修課程の中に朝鮮語

の時間をより多く設定すべきであり、学生が我々の言葉をたくさん勉強
制

することができるようにしなければなりません。以前、萎健軍官学校に

行ってみると学生の学習に必要な資料を書き、壁に貼っておく方法で教



211 

えていました。師範大学や教員大学のようなところでも朝鮮語と関連し

たものを書いて壁に貼ることが必要だと思います。

党は同志に対する非常に大きな期待をかけています。同志は我々の言

葉を活かし、我々の文字を発展させるために積極的に努力することによ

って党の期待に立派に報いなければなりません。

(IF文化語学習.lI1968年 3号ト9)

<i第2次金日成教示」原文〉
「主位叶斗 lilミヰ21号ぜ叶l会オ1せ司し十苔叶l叫ヰcヰJ

宅i叶詩スト吾斗警官主十

1966吐 5号室 14包

し十七♀ミ言号平吾叶lォ1♀司 lil号。1吾叶今昔祖入1を叶l叫言}cヰ吾 01

0トァlヰ司ユ工苦叶斗. 01 吾ス~1 叶l 叫ヰ叶 λ? と 01 ロl ユ祖叶|王宮ヰァl七司

会1スlせ斗入l守唱な三E許司王1す叶斗.

♀司ァトミ言苦言トセ突01ス1吐♀司 L十己十七号号，包甚，坐喧斗吾会吾

L十斗吾豆十三ヰ守ァl告。1B1 .JlL~司苦忍司 L十斗吾λト 01 叶l 双合叶斗.ユ司許cヰ

スl 吐す♀司し十斗入トす吾ァトfE 叶1λ~ 01 斗斗吾叶l 叫を λト叫手斗アト λ~7=1);} 

i叶 01斗斗吾斗斗想文1ヰ司尋斗7aォl号室+司王子千ヰコ宮叶|六i01斗斗吾

斗 wo1♀司 L十三十叶lヰスl没オ1吾叶設合叶斗.
司三E号そ1入1ァl叶!と号号叶1叫せ λト叫子斗アト位斗叶ユ L十斗斗 EE量01

E言。l吾叶穀合叶斗.ユ司司cヰスl音王♀司 λト昔吾01号号斗埜スト官舎

E言。l竺Jlヌl合叶斗.叶圭二ul]宅]アト 3こ音苦叶lアト且叶7Iァ1叶lλ↑竺01ミラ苦量

全オ斗斗号号斗苦吾。l匁合叶斗.斗守ァ1含舎叶堅せoト叶斗ミ言竺主士

宮叶l王号ヨ干斗豆電01啓合1-1(:十.スl舌♀司斗包音量01~苦言トミラ 入1 社》

oH~十七官会《λ十世ア1 社~， ~号斗入l 社~01 己十三工許Jl ~球社》会〈主三宮 ~01~十

三工許とそ史斗巷4きそ見吾 01 ユミi "ð'j~司公司l豆電牛録音叶斗.
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L十七スl吐言外l号号号号叶lアトバ坦号含干7aを包01対匁ミラ司喧号

叶l斗Jとそλト苦吾01苦言十七号スト舎01♀司 λ十昔吾01竺とをスト舎斗l:l1

失言ト~合叶斗.ユ叶叶♀司をスト舎SJ E窓会安 01 号号号号ス1 す~をスト

舎毛f~~史叶lλ↑吾叶設ヰ三1 苦牛ヌl合叶斗.

ス1li昔包オl岩吾01♀司 L十三十曇な習を斗舎叶lミラ包甚宮王 E言。1吾

叶吸音叶斗.ユ司λ↑スl舌♀司ァト竺ユヱヌlと EE吾アト金司lと :iU司01=を包

菩斗吉吾01ヰス1役会英首叫斗.λトヰ。l吾互包岳写E豆半三七戎01詰合

叶斗.ス1舌♀司 λト苦吾01~号号>01~十五千三七 λトヰ~ 01吾45包菩λト

昔号。1 苦宅l~見守j 叶ヰユ λトヰァト喧司包菩叫lλ↑会交互 oト叶戒を叶1 01 

童書オ1包甚01吾01吾叶ヌl合叶斗.~号号》警せoト叶叫《奇>01 1...十《尋》斗吾

会λトヰ01吾吾王包芸人十苦吾01吾包Z見守j叶斗.

λトコS会吋 01 吾叶1λ↑王ロト社アトス1~ しJ 斗.ス1 舌 λト昔吾会〈号♀ 132 主主》

丘， ~号λ~i与す手》丘ヰ喧λT 包菩λト昔吾01 ス.1 0-1誉会 01 吾金平吾叶斗.

位ス1 0-1包ス~1 叫叶l 位。ト且スl王英を♀司斗叶唱。1 吾万トスl 王《守ヰス~.Jl

司》会《♀斗ァn己十五き十五ロト入1せがり含《主ヌト》斗2 許叶ヌトユ芙含聖
ヌ1 七《ヌト吐》会 t~主号>01~十五音叶斗.

き~l:JJ司斗舎斗11~ 豆叶ァト吾叶斗λ? ♀司聖叶l 司 ~01 司君トミラZ完全斗史上

合叶ヰ.

ユ司叶l♀云豆♀司 L十斗叶lを牛曹三E位官。10ト吐号号社王スlす叶l

λTλトミラ王位入ト苦吾01竺七号号斗主任苦王吾叶_2_.Jl司l:JJ卒叶11 1昔主任

λト昔号。1 竺七三E位 EE叶1 守叶斗包菩吉斗をスト官。l 弔~~唱司 01 1吉正

吾叶J主2 刊号号豆吾会号許cヰ包菩叶lλ↑λト七三ξ位入ト苦量01言トミラ包菩

斗三E位吉正吾叶_2_.Jl~合叶斗.

ス1舌号号喧喧01 1...十号社主叶lλTλト七主任λ十昔吾~ ~/{à ァ1 す》会《詩

ヌト社>01 己十五き十五《豆号オl音》会《号~ォl音>01 叫2 守ヰモァトユ晴叶l ♀

司ァト旦豆七号号斗三E位草萱合せ吾叶竺2ヌl合1-11:十.社王斗lミラ三王位λト

昔01 を 100 吐~双ミラ叶l ユ吾01 竺ミラ EE吾01 吾叶五とと安芸吾吾ス~1 ァト
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。ト'8叶斗.

刊号号豆吾含号許cヰ唱菩荘。1 吾叶♀とろえ王ヨオl 吾ス~1 毛!突 01 鍛合

叶斗.

吾ス1をす三E位叶lλ1竺ユ工放と EE斗l双合叶斗.ス1舌す王位士]吾主245

2完全且喧~öiL十包甚EE合併 öi 竺ミラ突会叶苦雪戎王~.Jlをスト宮会

号号λト昔吾王竺スl設を安井ス1 す守竺.Jl~合叶ヰ.λト4立す三E位叶1λT

竺.Jl~~苦叶lλ? をスト宮斗包菩宅f， Cき叶曇 ~Ð~ 吋司君♀司官会《含>，

〈曇》ヰ苔会豆せすと 23 型甘叶斗.~叶七百号斗号Jl.電}~豆斗きトL十

全]叶l壮三E4ヨ叶lλ?竺.Jlヌlミラ官。101零オ1ぺ守主干，包号室干，警スト詩司斗旦叶

♀司官在スl 役立司♀司宮斗坦号司号ノ~01 召スト ~öi~ ァト.Jl~合叶

斗.01英会社主豆判習を包tj叶斗. 01 裂含ユ叫豆干ヰァトミラ♀司~

号叶ァト~叶召判智正文l合叶斗.

ユ忍叶l 包ミきそ子せす~守之!Jf-斗 01 01=ァl 許cヰ且叶ス1舌唱菩聖王斗吾

L十叫EE斗司今ì~ol .Jlヌl"c十三1 脅叶斗.ユ~吉叶1 斗詩型包甚叶1λf ミラヰ号

。l き在さトユヱヌl ァ!とさトし十ストアl 望号斗突会 7ì 斗 ~j工ロ1 号室午司2娘三三叶

ヰ守スト対l アトすλト音量~喜望。1 叶1 司舎司ユ工ヌtc十三工苦叶斗.宮司スト型企

ミ言斗包甚斗守会社ヰfE ヰ号。l 臭喧ヰミラ契~叶ヰ.

営菩λト苦吾01斗守宅Eせ叶lλ1op善オl ロ1 号菩吐叫ヰ且叶~叶ァト言。l

吾叶斗λ1 -q:j o1 .Jl包菩~01 守叶詩司王1 ヌtc十三工脅しl l:十

若ヰ--&-o~ 号ストミラ号仕手斗スト唱叶斗..sとろ!号仕手斗スト吾せ01 ストア1 斗

斗官会社主豆人ト号ヰユ1堂社人lヲlァl刊さトcヰ哲竺ミラ提唱叶斗.

号仕手斗スト吾~♀司七千司苦斗~号司王手句会堂司王工ユそ完全叶今

聖司入l 升 L十ァトoト苦叶斗. ミ子仕手~ストアト oト叶己十三1 許叶斗王~号ヰ守信

会アト在三王位λト普ぇ.1 .Jl♀司珪斗~号弓号句。1 獄叶~ァトミラ そ完全季oト

雪 λト菅名古十L十王~会ヲ見守j 叶ヰ.せ三王位叶1王ス1 子，ロH 吐スト菩アト，世号ミ空

豆l:l~吾会叫ミ~.Jl吾叫斗牛斗全l~叫号会♀司~号含 λ十号言十叶♀司

王号含 λトす言トミラ o~ 号子斗人トうま会アト忍 λト昔吾首斗斗.ユ叶旦豆ユ吾会
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ヰ♀司弓l号叶21苦司会叫雪之え守j斗斗.

♀司せをスト宮斗.21司叶吾Jl千トを♀司吉呈ユヱス.1Jl♀司吉金利オ1

2守主豆苦忍入lオし十ァトoトきトヲ乱含叶ヰ.

五千ト叶斗をストwo1要。lヰ益金司叶!とJli子叶曇竺Jlをスト官会竺
スl宮王号許叶 λト祖斗1社王ユ唱をスト吉会叫o干す叶ヰ.首l吾吾叶《ミト

祖~， ~斗王立》吾舎をスト官会吋司ユ工《警官~， ~吾斗司》己十七♀司官会列。ト

苦叶斗.~~吾今叶lλ-1 e1.llL ~ヰ E言。1 竺 ol Jl対ミラをスト苦op;十三工司王ユ

叶l安と三工弁叶ァト 215Z喧λト忍叶lλ-1s:. ~Hij 叶司JlJli子ö-1曇竺玉三号ヰピヰ 01=

苦叫斗.司1曇吾叶《ヰ号~01 吐官会e1 .llL ~司 E言。1 竺 ol Jl対スl せ《叶吾

兵~olc十三工会牛ヌlE突せ吾 λト忍斗1λ↑叫 o干す叶斗. 01古美吾井スl斗吾

主喧叶平言。1Jl毛]斗2 斗司会理E含牛王ヌl_Q_1..十ユ零オl許スl役立唱

をスト官舎祖ヌト雪包牛~Jl Jli子o-1号聖司入lを牛録音叶斗.吐宅J~~主

主人ト忍叫ん1 叫叶型宮吾ァト全叶|犬~ ~~吾01 オ1今竺をそ史 01 対立喧ユ

安全ユ叫斗lァトバヰ入l斗有斗1草王号詩型菩提唱叶斗.

可f<8叶lλT 王季会安吾会委oト叫叶付。ト脅し~t:十.♀司ァトス.1¥:I言唾判

仕手守合苦日明叶lせ召号平ミラ包宅p司王と豆苦7a玉吾詩アト社告吾詩且斗

臭ヰヰユヱヰスlせ苦7a王吋1主位E24さ叶 E言斗2 き}百社苦7a王叶lλ?と

~71 ヌト》含《呈含アn斗2 き十七叶|ユ突 01 季ス1 役会アト 2 許21合叶斗.ユ

司λ-1 1..十七ユ斗lオ1苦7a王斗l七ユ叫士]叶11 ~吋ス1寸》斗《オ三吐》斗在会

.21司。~7トヌlスl 曾ミラアトz 許喧λ? 号すを包玉ヌl合叶斗.

《吾告ァnそ}wo1包ロト斗季合叶弁?号吾スl舌叶1斗λ-1 ~ァ1 ヌト〉会《吾

告ァn己-rJlJl謹吾丘と~合y t:十.♀司アトl:IJ<8量全査三Eλト司且喧ス1 モ「

王金牛ヌlミラ季会♀司 wo1双金安世叶斗.
五千平叶曇ヰ号妻。十五号。l吾王♀司宮豆半三王号許叶01=苦叶斗.

♀司 EE豆半豆七突01をストEE豆半三七突且斗叶ユヱサ苦叶斗.アト弔

〈昔会叫判》会〈ヰ廿~01 己十七斗三三豆電Tスト宮ヰ叫干叶誉主喧叶季会安

01 0ト叶斗 oト子主斗苦叶ヰ.スl舌三工す 01吾舎をストEE斗ユ14千叶斗干アト
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スl豆半豆七突0]ヰス1詰含叶斗.{吾斗司吾》含〈斗ミE号}o]叫Z ヰミラ

突 0] 叫豆ユ百三さ司I]~ 叶斗.三工千ト叶豆司王工す01吾吾含 E十三Eλトヰcヰ吾

牛号電Tスト官会竺スl没王号許叶oト言トヲ乱含叶斗.♀司ァト 01ロ1λト詞ヰ守

喧叶11 .Jlす 01 吾会主人ト司且己十三工さトヌiと司ユ λト廿 01 叶噂オl 司王1 ヌl~ ス1

互豆戒告叶斗 oトロト λト司王ヰ守喧斗哲せ三三豆七ユ入ト〈首会ヰヰァ1司を

安否合叶ヰ.ユ叶旦豆叫z{叶1λ↑01入ト官会且すきトァl判を召:Aa01 L十~

弓含言トL十叫司且叫玉三号きトミラ突0]季戒告yt:十.2fi豆.Jli半叶豆毛主

す01吾全斗主人ト許喧ユ叫豆竺オ1き十五スl王号斗入1司王三喧司叶ヰ.き』

コヨ子守01吾王叫z{召コ85Z豆ユ工ス1ォ1詩型華美世叶ヰ.

♀司ミラ 0] ロl 放と.Jli子叶吾美oト会号。ト叶斗.Jl弁叶豆 λ.~~合せ吾

叶竺アl王司cヰ01=苦叫斗.

号吾 λ.~~01 ヌ1 舎叶l ミラ竺アl 吾叶斗す叶ヰ.ユ叶斗ユ交正スト干州し十

アト喧包~合叶ヰ.をスト官。1 ァ1 七司スl せ〈司王工包宮司斗》斗~~斗l 叫電T

4司l曇吾叶旦戒告叶斗.♀司ァトス1合斗1101官会吐吾叫叶唱人ト苦吾会

ヰ吾 L十斗斗lペミラ〈号詞》己十三1言十七叶].Jl:Aaァl丑斗 01吾含《詞斗》斗.Jl許

喧せ司斗.Jl言ト~合y t:十.ユ叶 L十♀司ミラユ官会吾スl 詰.Jl{司.Jl ~lil

詞斗》叫.Jl竺アl入l斗許匁合叶斗.ヌf舎叶1ミラユミ害対1芋豆七突01叶斗守

安吾0]λ~ Z{司会15LL十スト干外叫妄言ト叶ス1 舌会季スl 詰合叶井?斗喜吉

吾玉喜丘詩型 01零オ|叫豆ス101竺坦司叶斗.

叫 λ~ Z{叶l ミラ〈号号}ol L十《奇}， {尋》吾会 01吾王ユ入トヰアト L十七五号

。1吾含叫λ-1 .Jl;守安七突01季戒告叶斗.ユ λトヰァト叶叶λTァ干す E言。1

L十叶 01 叶突 01 ス~1 包吠~ミラアト吾者斗ヰö:l {号苓}olL十《守主十》叫ユ工雪牛

王支l.Jl圧を〈す豆}L十〈号な}ole十五苦牛王ヌl金受泊叶斗.

♀司七司01吾王斗♀司宮豆.Jl;司oト苦叶斗.

ス1舌叶唱号平吾名人トヰL十吋吾会安全 olr司万トスl平三百 01吾叶l吋

美司21ァ11司吾叶lユZ完全斗喜 01喜三三豆ユ1ヌ.171哲吾E十五ヰモ叶l手オヰ

スl官三工叫すきトオ].Jl;守o干す叶斗.ユ司安三Eヌト唱菩宅[01吾会ユ叫豆手
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2225L豆平叫吾叶!神平喫 01~十五位 OJ ヰ~合叶井?スl 舌壮三E位斗1λT

包甚斗をストEE吾含旦干ユ叫豆竺ユ工ヌlE23 型斗1 六1 ♀司万トスl ァトせ司~

o 喧♀司吉会想苦~叶ス1 .Jl.官交官叶ヰ.♀司と包菩斗をスト苦量全

叫苦言トォ1.Jl.;司。干す叶Eト

スl吐言♀司乏生「号名人ト叫子斗 E号外1召司 λト苦斗 01吾王をストEE豆

スl 匁合叶斗.2ti三豆叶唱。1 量三~ 01吾会碧牛号ユ工弁~豆裂を突 01 季

ヲ乱含叶斗.

ヰ吾 L十斗吾斗斗斗守吾主tJiL~千曇号古ト叶 λH 豆吾叶主主壬 ~lll叶吾会

♀司 EE豆オ11t明叶11.Jl.;司01=苦叶斗.叶唱し十三十L十ヰヰ苛アl告01唱ス1苦忍

をし十斗号叫斗ァト71 ロト司唱し{斗.ユ司ヰ且叶苦祖喧し十三十堂。l 吾~_2_

オ1 司叶判司叶アト守司叶ヰ.ユ叶斗判司叶王ヌ1 会吾~全日有ストア1 斗

斗宮豆三工スp昌司叶斗.♀司L十叫叶11<叫叫号》斗《列l:l1 司号芋号~01 斗そ

坐喧司{スl号ストアト吾叶斗社《号室干スH司号》ヰミE菅井叶 λH豆金司スl号スト曇

せ萱匁含司♀司ミラユ突含《王宮守号~01 斗三工き十匁ミラ叶1 ユ突 01 包ロトL十

平三ア1季合叶万ト?斗吾突吾王 01?g.オ1♀司宮豆.Jl.ヌ1喧華英首叶斗.

ユ迫叶l 守合舎叶と叶平吾~竺スl 官。ト01=昔叶斗.λH豆 L十五とと宮量

叶l 叫許cヰペミ壬号~λ}~à 判喧司叶1ペミ士号オl許cヰ oトヰヲ乱含叶ヰ.

をスト苦斗~司叶吾.Jl.ミl r:十三工許叶包吾司王と豆.Jl.ヌ1 ス1 官。ト01=苦叶

斗.をスト官。1己十三工許叶斗王 λト昔吾叶lオ1著ユヱさトオ1包斗司三工♀司吉豆

塾忍司舌~叶喧契会ユ1オ干叶 01=苦叶斗.司吾吾叶〈霊{JiL~， <す~i[会

そ完全電Tスト~014.Jl.且ス1 没。ト王季含突 01~ 叫斗λT ユ司 EE吾会ユ工夫1

スl 役。ト王司叶斗. ス1 舌 E言。l 竺 01 と《唱さDo1 を官会号~.Jl.且oト王すす

.Jl.;司舎斗喜をl号電T吉01獄合叶斗.<ァg 王~~トモ苦玉ロトをアトス1~ 叶斗.

λト詞斗守01 L十スト~斗守叶!と 01 吉宮吾01 誌名叶l ユ安曇金三工夫!とそ史 01

吾オ11~ 叶斗.

ユ司五号ストEE斗五千ト叶ァ十安01苔J三喧λ1王英斗号。1号苔ス1役会

安曇舎三t.Jl.司許cヰ o干す叶斗.司l曇吾~ <ス1 ヰ》斗《ぜ今~， <うます》斗〈営
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号》会要。1在ス1せユミヰ01斗豆旦豆電Tスト宮斗五千ト叶曇斗ユ叫豆干

と牛骨叶l畝合叶斗.せ包《スl許手守>01吐吉会《す今手守>01斗ユ1.Jlヌl

アqL十〈エ8守会 L十斗 4ます>01斗七 EE含《弔守会 L十三J営号>01斗.Jl.Jlヌ1

司王工司λ↑ミラせ霊安世叶斗. 01 唱をスト吉井スl 旦主司 ~o~叶型斗喧♀

司斗'{:!叶 λ3 警叶1 菩さ吐01 包叶す牛ヌl告し~t:十.ユ叶旦豆.Jl千ト叶斗を

スト官。l 要。l 若ヰユ工古ト叶斗王子持l ろ~~♀斗|叫斗 λ?豆宮司斗司ヰcヰ oþ

脅し{斗.

号入ト毛ト叶七三工謹牛ヌl合叶斗.司す呂じ十合斗|♀司ァト要ァトスl音λト舎

叶吾会ユ工会i合叶斗.{ヌト現》王♀司ァトス10↑歪苦tj叶斗.ユ忍叶1竺日

〈ァlヰ》会包菩EE全]叶l号首-i[-玉号号叶1λi01苦含妓合叶斗.菩噌王王

ユ或.Jl司唱斗01玉音苦言:j-A叶lλi01苦豆電干λ』号会ァト互設合叶斗.ユ

司λT ♀司ミラ〈ァl ヰ》会〈ヌト現》豆五穀合叶斗.喧司子~iさロトス1~こと司ァト

君。1対叶ot苦叶斗.司す卒♀司ミラ子守号叫斗営オ11r晴竺日子~雪合

互干ユエス1ストユ工許匁_Q_L十ユ叫豆 1昔叶アト.Jl苦渋合叶斗.スl舌-i[-叫叶lλ?

竺ミラ EE叶!とをストwo1司ス1投合叶斗.
〈暗号喧》王をスト官。1~ 召牛吾ロ1召叫竺ミラ〈♀>， {守》玉斗守スト

官官叶斗.バl オ1 ろL~と豆号号~全l -î[-λ十舎叶斗喧号斗王ユ零スl 役会安

毛♀司 EE豆竺岩美01季合叶斗.-i[-λトァl告舎叶玉什オ1ろ15Z豆号号斗

宅1~完全叫誉.Jlミラ♀司宮豆吋 oþ 苦叶斗.

吉会斗吾ミラ叶|λ↑吐叶吾斗召苦丑オl吾ユヱ司司ot雪之見王ヌl合叶斗.

《営アD丑官会司l豆吾叶且ヲ乱含叶ヰ.♀司アトユス~ {包ァD斗.Jl苦司叶l

ミラ〈草川》己十三工会牛双三三旦豆ユ安全~哩牛文{スl せ《包ァ1oj1且》斗巷会

吐叶斗召苦金三工司昔日社叶1ミラ《包ァD己十七 EE王ユ叫豆干叶o干す叶ヰ.

♀司 EE含苦祖入lヲlァ1判許叶λ?と叶吾否守oトotす叶斗.♀司七千

司司~斗社互ヰァト~.Jl Aà ヌl，~柑，吾井，-î[-λト斗互モサ喧叶1 召ス，l~

♀司司~斗祖吐ヰ祖霊干斗祖告。lλ~1 判ス1 ミラ雪~.91牛王01~ 丘昔ス1 '?l

エ8 守合号44 スl 豆きトユ1 エ8 守官舎アl 幸三と呈さ十~'{:!叶斗 lîl号司王号包含且
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ささ十三工菅忍入lオL十アト王号ヰcヰo1=許戒告叶斗.ユ司叶1{豆歪叶》斗ミラ官

会斗喜吉豆叫干叶 o1=きl39.合叫ヰ.{豆吾叶》己十三1許喧ロトス15三メ司会官

会豆歪ヰミラ安三三豆ユ美司オ1司司吾牛対立旦豆ユ叫豆合唱玉Lアト録

音叶斗.λト司子斗吾在位さトユヱヌlミラ♀司ァト雪~斗牛王~ 1iJ守吉会ァl

幸三と豆許叶宮司入lそl♀司官舎 〈豆歪叶》己tj]_きトミラ突旦ヰヰ吾 o1吾

主豆半豆七突o1会合叶斗.

《吾主干叶》吐吉正ユ司季~ ~定会英司スl せユ司王ユ零オ1 j]_;持竺ミラ

契o1味合叶斗.

じ十舎立豆♀司 EE金三[t:十吾ァl刊さ十cヰλ?と士]吾叶l叫叶スl分豆吾合

言トォl ヰcヰ ò1=苦叶斗.~叶守王叫号斗王宮ァト曇号。トò1=苦叶斗. 苛告毛ト叶

吾モさそ史王位吾叶lを手包叶1干ぺ1宅i筈叫ot許叶斗吾含官舎を唱叶l望

号現 7~~ そl吾叶1 叫 cヰ叫号。l 弔吾王竺オ|舌トj]_召吾玉y1オl 言ト叶 ò1=苦叶

斗.ヰ吾会 E24L号サミ]吾叶115三叫三工 スl常生l吾叶1玉叫ユ工ユ斗吐叫司ミラ

斗君王斗せ司手ö-1 òト脅叶斗.ス1す豆喜斗lλ? と寸ァ1~七三J 在吾王斗

せ司子叶誌名 λト昔吾斗ス1司呈号唱さ十王号きトミラ ヲ足。1号R苦叶斗.ス1

4ま豆吾含 E言。l許叶o1=♀司苦o1昔ヰ吾叶召号。ト叫斗ユ突o1叫号今

叶1三司せ司司叶斗.o1斗をo1舎叶吾会叫号。l弔吾さトォ1さ十三Z寺会

9l者吾含互oトロトス1~斗1 豆歪旦豆仕合官会 コ宮司cヰ竺王号きトミラ突 ò1

季合叶斗.

EE全斗吾ミラ叶|λT叫号斗ス1司l曇互主喧季会提o1斗金牛ヌl合斗斗.

号司 λ十司ヰ守ò1 し十ァl 告斗守斗1 竺~~ヰミ}ò1 j]_ス.171哲吾電量45ミヨ

司豆吾ヰo:lヰ吾叶o干す叶斗.

♀司官舎三工夫1 ミラ包含埜司 λ~吾ス1 1苦手主喫号せ召ヰ叫し十許L十司

L十アトo1=昔叫斗.蒼豆旦吾吐叶暑さ十字o1吾号せ叶1社ストア1ヰ♀司 EE豆

j]_謹牛~ ~含叶斗.要公安叫\::!号せ叫司会 EE告さ十手。ト若叶|斗j]_ミi

E十喧 λト昔号。l号外吾o1ス1設会 Z完全号喜，j]_毛]λト昔吾ストそ]王旦干ァl

cヰヰスl臭司cヰヰ竺スl英霊安世叫斗.ò1λト官会司有1 包弓191 笠公司~
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~叶 λ3吾斗社電司 cヰヌl主ラ交吐苦手吾2ヰヰサせァトス1 j]_脅叫叶 0)::<司王主豆

司 λ? と召叫豆せ司叶斗.せスト官。1 L十 ~司叶号吐喧叶l 詰01 j]_えl司三工

言トス11註ユ1許L十許し十三工持 L十ァトぞうJ宮忍.9lす官三三豆三日スト有三三豆j]_;司L十

アト01=許烈合叶斗.

喧ス1♀己lアトミ言竺ミ壬吉芋叶叫豆昔。ト01=ヰヲ乱含叶斗.スl舌且号豆今

平吾守豆吾叶lλ?竺ミラ吐叶アト 5，000'""6，0007~筈喧τ千七叶1 ユそ:i Aj玉斗

;完全坦ス1 斗吾叶且音司王工ユヰ舎ヲ完全斗吾叶￥史上ヰアト坦ス~ ~史 01 叫

且音呂ヰ舎叶l叫誉oい干す叶斗.号平吾01叫誉会主せ叶lミラ吐喧叶112吐

7~ 斗吐叶号j]_;司叫且1差突全斗l 在許21ミラ叶|ユヨヨ会叶平 E言合叶斗. ~

1il吾01量竺七突015，000011喜久000，せ011主せ主豆 Aj司誉j]_ユ突芋叶

坦ス~j]_ス1 七突 01 季合叶斗.王子叶lァト守司妄01 召ヌト司叶吾ö-lアトとす唱

主豆許叶oトス1ユ零オl設立喧吾喜吐01包叶昔牛対合叫斗.ユESァ1r司

吾斗l ♀司ァトミ言竺ミラ EE芋叶~スi ユヱヰ L十ァトoト許~合叶斗.

ユ司王1判叶lλf吉を叫豆CiC入ト舎叶七五ヌ171とj]_;司oトさ十七叶lスl舌

すすj]_スlミ:::..;;;完全吾 01晋叶斗.CiC人十毛ト叶ミラ営三と豆電宅金且oトλ1j]_;司

01=脅叶斗.ユ戎含j]_型叫叶1王 λ十祖叶lミラ草ス1官三工叫豆j]_;司oト霊安世

y斗.

EE含包ロト叫オ1主12司王主主j]_ス1~豆七旦吾 λト苦吾 01 吐三人l ユ安全竺

王号司叶 01=苦叶斗.ユ叶スト喧 EE吾舎三[1:十吾o-l斗斗ヌl七舎叶号叫且

叫 oト苦叶斗.ユミ芸オ|言トス1 役三工斗斗01 紋せ そ完全~旦~喧 λト苦号 01

号。ト吾 01 スl 詰j]_菩三~.91官会ユ叫豆会牛~合叶斗.ユ叶旦豆 01 斗官

会。ト手企]号きトオ|許cヰ01=苦叶斗.

λト昔号。1j]_千トを♀司官会萱竺王号きト司坦吐o-l司会せ吾叶 01=苦

叶ヰ.吐叶 7，000'""8，000，ァH斗せァH誓吾叶社斗司会せ吾叶豆歪主豆

せオl許喧 λト苦吾01苛スト量全包包01妻。トヰyス1没。ト王畢突11叶ヰ.

ユ叶 L十 01 そi 吐叶司会 E言。1 弓~o-l ~ス1 官。ト01=苦叫斗.

ユ司ユ1号平吾01守合舎叶司会告吐きト戎E十三工寸ァlヰ匁ミラ叶|ユそ完全
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。トろJ斗斗01鼠5とし{吾垂井Di却す叶!λ?苦オ1言トスl苦.Jl主せ会吐吾叶

ア1 社吾叶1 せ子。~ot苦叶斗.ユ司ヰ叶守安号アトァ1社号外lペユZ完全包

ロト号せ豆歪 o 豆せオl 言ト叶守合舎。1 吾 01 ァ1 社叶lλ? 平司~ヌト oト司叶l 叫

司アト玉三千司cヰ oþ 苦叶ヰ.守合舎~~ 0ト司叫ん↑ス1~ 叫七突 01 0ト叶斗

号OJ叶lλi，叫 zf斗匁叶|λ↑ス1~ 叫司且~叶斗.ユ司旦豆司会舎叶主せ含

ア1吐号叶1λi~ス~ 5"-'6 1せ 01 1...十 10\1吾川旦型社ユ号せスト干斗吾~叫

且叫王号司叶ot脅叶斗.

ヰ舎三と豆.Jl千ト巷♀司吉吾会叫号今叶l埜司吾叶ァトォ1きトァ1判許叶λ?

とユそ完全豆奇平吾，号司主号室:j-_ll!_叶1λT 平司喧ス~ ~oト号。l オl 許叶士l

吾斗号令叶l朴正オ11I司叶l聖oト吾01玉三号ヰ叶oト苦叶斗.

スl舌 L十OH吉会 λト苦吾会埜ストEE叶|吋妄司匁ァ1叫吾叶l且号竺ミfEE

王をスト官会話。l合叶斗.<包公舎叶〉叫ミラ古玉《量竺ミラ宮>01斗五言ト

喧司戒を叶lをスト晋斗l叫美司斗旦叶ユ叫豆舎叶斗1...十OH幸会 λト昔吾

名号会合叫斗1.5三甘さ安吾唱叶1吋芙司cヰミE臭舎叶E十.

ユ叶旦豆♀司官会昔且音吉ト司喧苛豆斗1λilf-吋入1斗司DiOト苦叶

斗.言:j-_ll!_叶lλ? と~弓]守豆 1 号\1宣:j-^~吾平司 λH 豆斗吾会♀司官舎l:Iß

♀王号許叶ot苦叶斗.Jli子守♀司宮吾含 E十金司叶司01号叶1オ|アト豆

羽子叶ユ吾01叶吾吾9:j署型官会.Jl;司手玉号ヰ叶oトす叶斗.アト王宮話

会01吾01(_2_若>014.Jl詩型叶唱。l吾01ォ11I晴斗11<受社>01斗.Jl.Jl;司歪

牛対王号許cヰo下型叶斗.ユ司王11...十OH書名 λト菅号会ス1¥!-言官舎昔英

首H ♀J 守スト苦叶1 吋妄司匁斗とそ党合グ~~.Jl♀司官会l:Iß ♀.Jl λ.ß ~完全斗

号せ司ァ1判許叶型付ot苦安世叶斗.ユ司君トDi♀司ミラ討会安全叶司

ユ工 λHヲ完全号。十吾01をす唱主豆♀司官会司公司L十アトoト苦叶斗. 

.Jli子守♀司官舎曹司且音ヰァ1判許Diλ?と豆吾雪♀司 EE主せ会

豆斗λ↑吾吐吾叫叶|王竺オl司叶ユ主せ01弓司スlミラ叶l叫叫豆斗λ↑斗

舎叶王安司刊を喧~.Jlヌ~1...十ァト王号司cヰ oþ 苦1-1斗.豆歪雪♀司官主

せ会叫苛叶|王子叶豆吾J三豆せオ1さ十七突01季合叶斗.ユ司王工士l吾λト
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斗す舎号斗l王豆歪雪 EE主せ金子叶竺正喜子許叶 01=脅しj斗.安司号せ

01零オl司L十ァト喧ス1吐言号在号ス.1Bß吾 01 入ト叫子~曇ヰcヰ吾cヰ名~

司叶斗せストEE吾01吾有司吾牛ヌl含そ交官叶E十.

ス.1\:!-昔~♀司 λト苦吾叶!神斗叫子会{ァト言。1 斗舎さトヰ且y~叶苛警

せoト叶斗斗喜平甚叶lλ司王ユ~守01 司スl 没オ|ロl 忍合叶斗.

ス1\:!-せエ君。ト叶l ミラ《ァ1 スト旦》己十七突 01 対匁と叶1 叶突玉喜号 λト叫子~

叫吾叶1λ3 之l~史~叶斗.♀司アト《ァl スト旦》含 ~òß Jlユスト司叶l 弓 zf会スl

叶￥主叶スl音45午子玉〈ァ1スト》含委主ラ λト昔。l獄合叶斗.01叶を祖霊

号アトfE 吋lλ司王 λト叫手~豆言トピヰミf英司安芸斗玉工ヌ~oト脅叶斗.

ス1舌王包芋 λト昔吾名 λト叫子会J 曇叫司スl 臭きトユ工ヌl合叶斗.~喧苛

スト吾45 ♀司 L十斗斗スト型合唱干さトcヰ♀司会J 号官会宮司入1~λ~z干名

言トス1 詰三工斗喜し十斗叶l 吾叶全土司ユ工脅し{斗.♀司ミラ~ス~1 忍迫害01=叶1λT

λト叫手斗曇吐叫きトミ工手ヌ~1曇バl ♀J ♀司 L十斗斗スト宅三三豆スト唱コヨォIH号

忍 Ĵさトミ士号守主豆し十アトoト苦叶斗.

~叶守叫ん1王子ヌ~1号 λq1 ♀j ♀司官会均!神ろ1i叶苦忍入l ヲ1 叶 λト昔号

。lユそ完全竺ミラ叶lλilil号司ストヰうま斗ミ子ス1曇アトス1王号ヰcヰ01=許戒告叶

ヰ.

4さ λq] ォ1 ァトヰミ子せ子斗豆司ァl 升スl 七人ト昔吾 0] 司号哩豆在斗~ {ま

アlロト電0]1:ヰミ壬位入ト昔喜三王位ぜ叶1λi{まオ1霊安O]E..豆三E位官舎 11]今

竺オ1霊安官叶斗.ユ叶旦豆♀司ミラ叶噂オl司社モスl♀司 EE合査会f

司2 菅祖入lオoト苦叶斗.

λト4♀司 l十叫官会量五味合0]号王寺井早宮土司ァト oト吾守合叶斗.

♀司斗斗堂舎唱会叫♀喧 oト平 L十斗 EE王じ十三E雪牛ヌl合叶斗.~唱

λト苦吾名君ストEE斗~司叶号外 01=弁斗さ十三工判士l ヌ!と安三三豆 λ~ Zfさトミラ

司 0]そi吐召含叶司o干す叶ヰ.

♀司ミラ旦芸人トす吾0] をストwo] 斗判司叶曇竺七 λトす全電]号~ミ子

スl ァト~七人ト苦01 .:ï工ストアl 斗斗官会苦言トミラ λトす0] 弁斗許Jl lilミヰヰスト
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芋位。1 量名人干す01~十五 λ~ Zf許王号許cヰ oþ 脅しf 斗.ユ司言ト叶正子干L十

ヰ《骨子λ~D斗平井ス1 詰ユヱ〈望。ト吾せ~01 斗JL き十七斗三三豆ストア1 1吉会

堂司ミラ突 01 吾~言トヰミラ社三回全号号司ァトス1 ォ1 司叶 oト昔斗斗.ユ司 oト

♀司官会堂司王工苦忍入1 型牛ヌt~三叶卒叫吾叶l ォ1王♀司宮含 24スl 役

王号ユ豆叫曇苦ロト司君十叶歪牛支l合叶斗.

号司喫吉司会喧勾きトミラ苛スト吾今叶lλT♀司 EE含せ司竺ミラ突01吾

~許E千七社召会主号号司 λ~1 ♀~oト苦叶斗.

♀司苛スト吾01喫言司会喧司社安全且喧 E窓会をスト官会ユ叫豆干

支i合叶斗.号喜ユ焚王竺アlミラ♀司吾豆妓スl吐電?を斗EEユ叫豆OJ叶

斗.01零オ1せスト官会ユ叫豆干ァ1叫吾叶1λト昔吾01唱勾喧喫言司吾会

且三1玉三E2fスl 臭苦叶斗.♀司 L十斗叶lλr~ラ嘆す~01 設会叶1 ユ安全斗

を吾斗三豆喧守司会iァ1司吾斗1斗入1JL弁守♀司宮豆喧守井cヰot苦

をき喧叶1双合yr十.ユ叶y ~à~こ\:i吾王嘆す~含萱 2Ji司君トス1 詰告y

E十.~à~こ\:i吾 01(突宮司会討ス1臭ヰヰ且叶弓]号司号今王旦三五司電王

昔ス1 巷雪豆晋叶斗.♀司ミラ 01 吾ス~1 曇ヨキ吾叶 oþ 許戒告叶斗.

♀司と喫せ土信号全電叫λト昔吾01基牛ヌl王号電叫主干さトcヰotきトヲ乱

含叶斗.喫言~吾含電叫主干さトスl 詰2λト昔吾叶1 オ1 をスト曇アト豆ヌヰ手叶ァト

ス1JLユZ完全せオl許スト喧o1唱合叶斗.ユ在叶11If'を守在』会堂ァl昔オ]JL

ヌ1~十三工ヰヌi叶叶スl舌名香しいト忍ミラ叶1 斗喜美吾王斗営ァl 営オl せ吾

叶ot苦叶斗.喫珪土営警吐 oト叶斗忍宮司 λト詞司王宅叫λト苦吾01せ

牛ヌl玉号電叫主干さトcヰ oトす叶ヰ.ユ司ユ1 噴昔斗吾01 0トァ1 ァト L十受k~召叶l

せァトス|叶苦雪 214Lf司昔司会ァトス.1JL~主干し十~号吾会安全せ吾司斗1

七日1 今主干さトスl 官。い下電T斗七交官 y斗 c吉井『寺世忍』会ス1~ l:l1今詩司

cヰペヰロ1~合叶斗.喧司 01 斗吾会ユ叫す入l斗オ|音手守合ユ喧突包

叶]l:l1今井吉トヰ且叶 oト01号。lユス1司号主豆せ旦JL対合叶斗.

喫せ21叶1叫を喧G司会せ吾スl斗01妓ミラ入1昔舎人l升o干す叶斗.22ごと

豆召叫叶1] JL祖吾苛斗斗在会安全叫豆叫♀JL号王与を λト昔号会安倍
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~~菅oトλ? を吾含アト豆斗千叶正吾苛王アト豆ヰ子豆号き十七突 01 季

戒告叶ヰ.ユ吾21守合ァl社4¥，!01密主喧 6¥，!.Q_豆司王季合叶斗.

♀司せをスト官会電牛号竺ス1詰王号ヰ喧朴正守λ3吾叶1ァn吾__8_在
宅Tストミラ叫手ユ工ユヲ完全竺ミラ唱王アト豆材。干す叶斗.壮三E位吾吐号斗ス1

¥:!昔斗吾電量叶lせストアl斗スl曾オ1対ミラ突せ吾入トす量。lユ安全討会

牛ヌlオ!ヰ司坦をスト吾叶正二司王アト三斗子。~ 01=苦叶斗.

♀司アト霊{^~吾叶l 神社スト曇アト豆埼吾斗Jlき十cヰö-l耳323 斗 ò 豆吾ス1 Jll

ヰペ叶lをスト曇草o-lペミラせ司叶斗.をスト吾竺スl苦ストミ工き十七叶1叫 Z斗

λT叶|ユヲ完全草戒告叶井?豆ヰペ量叶lをスト曇草 o坦壮三E位旦守主豆

司叶斗.営甚λト昔吾ヌf習号電?吾含吐王入l骨叶竺スl詰Jlとせ喧斗坦

旦豆戎ス1 せユミ喜スl 役会 01 ノサ叶IH壬豆斗λ↑叶l をスト吾舎吾丘アト~合叶

斗.

♀司官会堂司且音きトミラ突斗す材l♀司雪合叶今昔祖入lヲlァ1判言十

cヰ E言。l 喧干さ十~oト持戒告叶斗.

ス1舌斗♀司吾ストモ叶1_2_ ¥:!号スト0171叫吾叶1竺アlァト吾呈唱す1-1斗.

♀司吾スト岩手豆舎含豆幸三豆せ対立旦豆官舎さトァlミラ季スlせ吐叶

曹司豆呂美450ト¥l叶斗.ユ零ァl叫吾叶l吾01且71ァト寺。1唱ユ工会司

叶l主音吐司会 EE司川王せ司オ|司叶対合叶斗.ユ司王Z♀司音ストミラ

~~斗ァl ォl 詩叶l 王吾司苦叶斗.♀司号スト曇アトス.1 Jl E}スト号許ァ1王哲

昔叶斗.

雪合且ミラ叶1宮古ト押さト司喧吐o-l吾 23司主干さト叶守ミ壬叶1塾司せオ5と

王号ヰ~01=脅叶斗.吾吾せストアト召智正対ス1 せロH 号ストアト安全アトス1

JlミE叶1 せ~~とと季会召会対合叶斗.ユ童書τ千三工許cヰ♀司号含をスト

互守主豆ユヱスlストミラ英会 oト¥l叶ヰ.♀司七o-l叶万トス1L十♀司吾スト曇アト

ス1Jl♀司斗三三豆せ吾叶oトす叶斗.雪合且ァl昔オlせ吾じ十三工許叶斗唱

吾スト号号。ト吾 01 司五井叶王せ司叶斗.己ト喧吾スト豆言ト喧♀司宅[~こ司吾

斗 L十時世牛~合叶斗.電牛ヌlミラ斗1豆♀司吾スト曇アト豆吾叶 λi E十スト許
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ァ1~五哲三工吐叶吾苦堂。ト曇牛ヌl王号きトミラ戎 01 季合叶斗.喫言♀司

位三E吾王吾含Jlえ1司王1oTI吾 E言。1妓合叶ヰIi'手入17a弁ユ工召』斗l斗♀

司斗吾金吾叶λ↑ァト豆会司吾且叶ユ交正 L十盟スl 詰合し~t:十.ユZ完全

叶三工埼玉lλ~1 百人l 升且七突王寺会安吾合yt:十.ユ司許~号スト吾玉工担

斗舎斗l 号スト唱でき会~噂JlJl毛l安芸叶噂τ十三工せ司手叶 λH 吾スト王せ

オlさ十七突斗智材l菩司会J突含叫巴スl七営01獄王号許cヰ01=す叶斗.

ユ叶し十♀司ァト吾スト曇Jl;司社すす竺ストとそ完全斗'8叶斗.♀司包~

会許L十三1~号唱叶ヰ.ユ叶旦豆呈号。l 号包司 71 そi 叶1 音スト曇Jl;司州 λT

七せ司叶斗.

ス1 \1昔叶l 叶唱ス十七号~{J叶lλト豆昔司吾スト7TI 雪合すす古トスト平井気

合yt:十 1昔号。1号包司スl臭ヰ匁ミラ叶l号スト曇ァH司詩型。1噂オl司戎合叶

万円玉EJさ~号グ1 司司スl吾ヰ叶玉三E牛~ォl 司王工召号♀司弓!号01 盈

斗ス1 Jl宮突~叶斗.豆電T音スト吾ァH司司喧斗苛吾卦斗聖忍叶l王吾スlす

金量牛史l合叶斗.社ストアl 吾スト呈叫干喧 01 ロl 号会堂平交l~λト苦吾王

吐オ喧叶l斗吾ロgストアト霊安官叫斗.ユ零ア1叫吾叶l♀司ミラ号スト吾昔スト

ア17TI雪許をそ完全吐叫ヰ21合叶斗. 

.2_云♀司斗斗守吾卦ァトロH♀曽忍さト匁合叶斗.♀司ミラア|告~平豆今

ォl吾すす~入1 許司ユヱヰミラ叶l ユ叶型 2fi豆♀司そ豆スト吾斗祖lfl-ヰ

包ァl告吾詩牛歪01叶今量。ト323見世叶斗.ユ叶L十そ豆スト吾斗ァl含吾井

牛吾010ト平司きI"Oトヰ玉三E号01号包司ァlそi叶!と♀司音スト号電叫豆

ァ1 司雪牛~合叶斗.

ユミ言E千五言十叶吾スト吾ァ1司ヰァ1判を哲子λト官会ユせ干叫ミラヲ史JL

Oト'8叶斗.スl苦手司号ストア1司せ金吾1:11ヰ叶 Ad今入lオoト許叶三E号。1号

包司ァlそ1叶lユヨ見合せノ泣きト叶 01=智叶斗.三E司喧Jl毛]吾スト量全雪豆叶1社

主音叫ァ1三ス1オl司とそ史王季合y斗. 01 零オ1 吾1:1 1 許匁ヰアト~~吾斗ァl

含吾詩牛吾01 叶奇主主0トス1 Jl三E号。1 号包司喧スl舌斗叶1 .2..号スト曇 ~oTI

J工包ヌトユ工毛l叫号スト曇会牛対王号許叶 01=苦叶ヰ.三E号号望。lユ零オl
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Jと司召司スlミラ役会安世叶ヰ.ユ叶旦豆吾スト号ァH雪雪ミeB]玉スl舌ヰ

司きトcヰot苦叶斗.

♀司斗~叶苛スト霊会号ストアH司せ会包子言十七曹司，スl 舌~副司吾スト

曇アトス.]j]_王且7]電許王号ヰァl刊さトcヰ司号型以qoト脅y斗.省司副

司吾スト吾アト豆且ミラ突且斗叫司旦ミラ突o]叶型司きトオl喧戎o]ス1せ吾

せゼ干さト喧アト豆2J ミラ叶|吾スl すò] 鍛オ|苦牛~合叫斗.

♀司雪合且ア1電ヰォ1許司司 E司cヰ竺アl曇昔汗Aj許cヰ千七突o]号

丘昔叶斗.ス1舌ヌ1習叶平 E言。l斗cヰ竺喧 SJァl記号叶斗.司cヰ竺ア1ァトミf

司cヰヌlスl没o喧ミ霊会萱討ス1英吉十七 λト昔名古雪交正¥1J.スl吐ユESス1

役会 λ十苦玉音全斗I]~豆討スl 臭脅しJ 斗. 全]吾在会安王司 cヰ竺7]吾昔

臭詩型討 7] 叶昔合叶斗.司l吾吾叶~<?l昇吾詩〉苔会英会《党]昇》含竺

ユ工司叶λ1~吾》会竺j]_ミラ雪会日ト干叶 λ1 ~井》スト吾川￥ o 喧 ~<?l千千，吾，

詩》豆 2Jオ|司叶吾オ1]<fJ y 1:十.且ユ1λ↑王 o]司斗 o豆竺喧土子干し十斗討

アl哲吾叶雪之見世叶斗.

♀司ミラ 2fi豆司叶竺アl吾苦三工ヌヰ λト昔号斗王寺λ↑弓含全電牛 21王

号さ十cヰ òþ許戒告叶斗.~アトユ祖叶1]2正要唱。]òþ71 許匁スl せ斗叶竺ア1 斗l

ペミラ号スト吾含香吾o1とす守主主 L十アトoト苦叶斗.アト喝〈λト司手斗召

電}o1己十五会叫叶11~λト詞子斗そ:Hさ }ò1è十五号叶付。トス1 ~入ト司千三1 忍営》

o1己十三1!:司cヰ竺喧号λr舌号o1ごと豆スH守合y1:十.斗叶竺ア1号三ET子守さトと

安芸♀司号会唾司討j]_営オ1司司さトオ|許せ叶|λ1òト手号丘を~斗吾

アト召y斗.ユ叶互豆司叶竺71曇会オ1汗Aj言十三工ユZ完全斗昔吾叶オ1萱

アト三ヰ子叶吾吐吾叶lλ1王司cヰ竺ア1呈萱許cヰot言十戒告叶斗.E}ストキ号

外l オ|王斗~竺ア1吾若乃三科子叶 òþ 昔叶斗.ユES オ|ヰス1 役三三喧ス~l 喫

叫豆ヰヰ豆オl斗cヰ司叶斗.守スト号弓叶λ，iE十スト曇ス1司号斗王ユ零ス1

役会 o1す汗弓叫豆 2Jァl型司さトオ|昔司cヰス1王号許cヰot苦y斗.

司斗竺アlミラ λH豆 コきさト司ミラ 7予想。1ス1舌竺ミラヲヨ旦じ十七吾斗会受益

合叶斗.号喜 λsTfAj斗1王包芋召す吾o1対会牛録音叶斗.ユ叶斗ユ
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安叫豆竺型犬1 芋号{l含:iU司叶宅!^J 許~L十ァト王号言ト~òト許~合叶

斗.

♀司苛スト号。1せモ『三E位w.:r干噌召』主せ会ユ叫豆叫且叫をそ見o1季
全英吾合叶斗.スト旦斗牛吾 24スト豆許ス十七司君斗 40スト豆許ストと 4

在。l 対七叶l 吾スト曇7~ 司許ァ1~井スl ミラス1 音ス1 習 40スト豆竺と突 ò1 季戎

合叶斗.

♀司官舎三Eヰ吾ユヱユZ完全叶今昔社入lヲ1ァ1判ヰ叶<(!叶苛スト吾含

叶召叶叫ot詩想合叶ヰ.λト噌叫守斗豆喧叫苛吾叶lλT七ヰ寄せ叶l主位

聖人l社会叶王手叶ot許叶守母音o1♀司吉会 E言。1号芋苦牛対王号言ト

Cヰot苦叶ヰ.ユ在叶1なミi"i[-苦言}JJl叶1ァト且叶苛λ』吾斗守合叶|吾丘を

スト豆吾会吋λT司叶l吾cヰ誉2アト豆ヌ.12文l匁合叶斗.λト唱叫守o1し十耳

喧叫守在会叶lλ? 玉三E位宮斗社電司安吾含外λ~ 司叶1 吾ò1 ミラ 突o1吾

Jl.苦安世叶斗.

す名号平吾叶1叫をァ1叫アトロ1♀晋叶斗.号平吾会♀司官会堂

司王工♀司号含曽在λlヲlァl刊さト叶司号当二司守主豆付す斗ァ1t:B

叶l吾号司且苦言ト叶ot霊安官叶斗.

(u"号室干叶守合.J]， 1968日3主， 1-9) 

註

(1) 拙稿「韓国における文字政策一漢字教育の変遷について一JIi語研紀要』

第32巻第 l号、愛知学院大学、 2007年、 pp.173-201. 

「北朝鮮における文字政策 漢字廃止と漢字教育の現状一JIi語研紀要』

第33巻第 l号、愛知学院大学、 2008年、 pp.113-138.

(2) 拙稿「北朝鮮における言語政策一『第 1次金日成教示』の全文翻訳一JIi語

研紀要』第35巻第 1号、愛知学院大学、 2010年、 pp.17ト198.

(3) 北朝鮮では金日成がいうことを「教示」といい、金正日がいうことを「指

摘」と言う。
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(4) 召也牛判『召 ;;>:à 営入l 叫~号を~叶』司守人十、 1997 .

(5) 拙稿「北朝鮮における言語政策ー『文化語』を手掛かりに J rr語研紀要』

第34巻第 1号、愛知学院大学、 2009年、 p.93.

(6) 1907年、石黒岩次郎が富山で育成した稲の品種。

(7) 1945年8月15日の終戦のこと、植民地時代からの解放を意味する。

(8) 購買者・買付商の意で、清末以降、中国にある外国商館・領事館などが、

中国商人との取引の仲介手段として雇用した中国人のこと。中華人民共和

国の成立で消滅する。今は外国資本への奉仕によって利益を得、自国の利

益を抑圧するものとして使われる。

(9) 安吉(せ召) (1907"-'1047) は威鏡北道の慶源で出生し、独立運動家と

して活躍する。 1927年朝鮮共産党に入党し活動するが、解放後は北朝鮮

に帰ってから平安南道の党責任秘書を歴任するなどの活躍をする。

聞 この言葉は朝鮮固有語で語源は定かではないが「考えや思いなどを入れ

る器」という意味としての「念桶」であるとの説がある。

日洪範園(菩唱王) (1868"-'1943) は、平安南道の陽徳で出生する。独立

運動家として満州地域などで活躍しながら「大韓独立軍団」の副総裁まで

歴任する。

(12) 李範爽(司唱斗) (1900"-'1972) は、ソウル出身の独立運動家として活

躍する。解放後は韓国で「国民の党」を結成するなど、政治家として活躍

する。

ω 平壌市箕林里にある墓。『高麗史Jli鵡志」には1102年10月に箕子を記
念するための神桐をたて祭杷を行うことに対する内容が記録されている。

現在「箕子墓」に対しての説は根拠が低いとされている。

Q4) 萎健(な忍) (1918"-'1950) は、慶尚北道の尚州出生、独立運動家とし

て活躍する。 1933年金日成抗日遊撃隊に入札 1946年人民軍の創設にも

参加している。 1948年労働党中央委員会および最高人民会議の第 l期代

議員を歴任する。
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